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ＮＯＳＡＩ北海道のお財布ＮＯＳＡＩ北海道のお財布
令和４年度の決算と令和５年度の予算を詳しく紹介令和４年度の決算と令和５年度の予算を詳しく紹介

抽選で30名に
「美瑛選果 詰め合わせセット」を

プレゼント！

NOSAIクイズ



農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

北海道農業共済組合
第２回通常総代会開催
６月２日、札幌市の共済ホールで第２回通常総代会を開催し、総代２１０人の
うち、２００人が出席（うち書面議決８１人）しました。
議長に豊頃町の門広総代が選任され、審議のもと９議案について原案通り
可決・承認されました。

　

新
組
合
と
し
て
の
初
年
度
の
事
業
を
振

り
返
る
と
、
引
き
受
け
に
つ
い
て
は
収
入
保

険
制
度
へ
の
移
行
も
あ
り
、
総
共
済
金
額

は
前
年
度
よ
り
４
２
６
億
円
減
少
し
ま
し

た
。
収
入
保
険
制
度
の
令
和
４
年
度
の
加

入
者
は
、
５
９
５
９
経
営
体
で
、
前
年
度

よ
り
５
７
８
戸
増
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
被
害
お
よ
び
事
故
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
産
を
含
む
支
払
共
済
金
の
合
計

額
は
、
３
９
２
億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
農
作
・
畑
作
・
果
樹
共
済
は
、
総
じ

て
平
年
並
み
か
ら
良
の
作
柄
で
し
た
が
、

秋
播
小
麦
は
天
候
不
順
に
よ
る
品
質
低

下
、
て
ん
菜
は
褐
斑
病
・
黒
根
病
に
よ
る

減
収
や
糖
度
低
下
、
３
年
産
ば
れ
い
し
ょ
・

た
ま
ね
ぎ
の
干
ば
つ
に
よ
る
被
害
等
で
、

支
払
共
済
金
は
１
１
５
億
４
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

  

園
芸
施
設
共
済
は
、
４
月
・
９
月
・
１２

月
に
低
気
圧
の
通
過
、
冬
期
間
の
暴
風
雪

の
影
響
で
施
設
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
、
支
払
共
済
金
は
２
億
７
千
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

家
畜
共
済
の
支
払
共
済
金
は
、
２
７
４

億
５
千
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

１２
億
６
千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
共
済
団
体
は
、
自
然
災
害
等
の
リ

ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
支
え
る
農
業
共
済

と
、
品
目
に
と
ら
わ
れ
ず
自
然
災
害
や
価

格
低
下
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
か
ら
農
業

販
売
収
入
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
収
入
保

険
の
２
つ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
地
域
の

組
合
員
や
多
様
な
経
営
体
に
安
心
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
す
。

　

組
合
の
事
業
運
営
は
、
共
済
事
業
規
模

の
減
少
、国
事
務
費
負
担
金
の
予
算
削
減
、

建
設
資
材
費
の
高
騰
な
ど
、
組
合
経
営
を

取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、
業
務

の
効
率
化
・
合
理
化
を
推
し
進
め
、
運
営

基
盤
の
安
定
と
強
化
、
財
務
の
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
保
険
機
能
の
強
化
と
、
農
業
経
営
の
支

え
と
し
て
安
心
と
信
頼
に
基
づ
く
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
供
に
向
け
、一
層
の
努
力

を
誓
い
ま
す
。

来賓　土屋 俊亮北海道副知事
つちやしゅんすけ

開会のあいさつを述べる岡田 恒博組合長
おかだつねひろ

議長を務めた豊頃町の門 広総代
かどひろし

開会宣言をする伊藤 榮一副組合長
いとうえいいち

組
合
長
理
事  

岡
田 

恒
博
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質
疑
応
答

要
約

肉
用
子
牛
の
限
度
超
過
の
戸
数
、

割
合
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

肉
用
子
牛
の
治
療
に
備
え
る
た
め
、
肉
用

牛
の
疾
病
傷
害
共
済
へ
加
入
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
治
療
に
要
す
る
十
分
な
共
済

金
額
が
設
定
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
期
間
中

の
追
加
増
額
は
で
き
ま
す
が
、一
定
の
制
限

が
あ
る
た
め
実
態
に
即
し
て
お
ら
ず
、
限

度
超
過
に
よ
る
治
療
費
が
高
額
に
な
り
、

子
牛
を
販
売
し
て
も
治
療
費
を
賄
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
大
変
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
の
で
、
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

乳
用
牛
農
家
が
飼
養
す
る
肉
用

牛
の
限
度
超
過
戸
数
は
１
５
２
３

戸
で
、超
過
率
は
３４
．３
％
で
し
た
。
ま
た
、

肉
用
子
牛
の
限
度
超
過
に
つ
い
て
は
農
水

省
へ
直
接
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
が
「
国

庫
負
担
が
増
加
す
る
よ
う
な
改
正
は
、
簡

単
に
手
を
付
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
回
答

で
し
た
。
し
か
し
、
先
般
開
催
さ
れ
た
北

海
道
・
東
北
組
合
長
会
議
で
は
、
総
意

と
し
て
要
請
し
て
い
く
こ
と
で
提
案
し
て

お
り
、
今
年
度
は
全
国
の
家
畜
担
当
者

会
議
で
も
提
案
し
、
全
国
的
な
要
請
を

す
る
予
定
で
す
の
で
、
引
き
続
き
制
度
改

正
に
向
け
て
尽
力
し
ま
す
。

獣
医
師
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
獣
医
師
の
確
保
対
策
に

つ
い
て
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

産
業
動
物
臨
床
獣
医
師
や
北
海

道
の
魅
力
を
も
っ
と
発
信
し
、
獣

医
学
生
に
は
診
療
業
務
体
験
研
修
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
北
海
道
で
産
業
動
物

の
獣
医
に
な
る
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

採
用
後
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
よ
う

に
、
常
に
技
術
向
上
を
図
り
、
採
用
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
職
場
環
境
を
充
実
さ
せ
、
中

途
退
職
者
を
減
ら
す
よ
う
努
力
し
ま
す
。

職
員
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、組
合
員
の
方
々

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
地
域
に
根
差
し

た
獣
医
師
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

繁
殖
検
診
の
シ
ス
テ
ム
利
用
料
や

妊
娠
鑑
定
な
ど
の
料
金
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
ま
で
詳
し
い
情

報
が
組
合
員
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

診
療
所
の
経
営
状
況
で
説
明
し
ま

し
た
が
、
家
畜
診
療
所
勘
定
は
統

括
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
は
赤
字
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
累
積
赤
字
が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
。

各
統
括
セ
ン
タ
ー
毎
に
診
療
諸
料
金
を
設

定
し
て
い
る
た
め
、赤
字
の
統
括
セ
ン
タ
ー

ＱA
　

ＱA
　

ＱA
　

ＱA
　

ＱA
　

で
は
諸
料
金
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

　

組
合
員
の
方
々
へ
の
説
明
が
遅
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
反
省
し
、
今
後
は
改
善
し

ま
す
。

統
括
セ
ン
タ
ー
の
本
所
へ
の
業
務

統
合
に
つ
い
て
、
十
勝
・
ひ
が
し
・

オ
ホ
ー
ツ
ク
に
つ
い
て
も
計
画
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。
み

な
み
と
道
央
に
つ
い
て
は
、
支
所

が
多
く
振
興
局
も
複
数
あ
る
た
め
、一
旦

セ
ン
タ
ー
で
取
り
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
管
理
部
門
の
中
間
業
務
プ
ロ
セ
ス
を

合
理
化
す
る
こ
と
で
、
業
務
改
善
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
が
誰
な

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
連
絡
体
制

に
つ
い
て
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
。

今
年
度
か
ら
全
域
で
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

部
長
会
議
を
開
催
し
、
組
合
の
方

針
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
の
業
務
は
何
な
の

か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
場
を
設
け
ま

す
。
連
絡
体
制
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

議案第１号 令和４年度業務報告書の承認について
●業務報告書は組合ホームページに掲載しています

議案第８号 定款の一部変更について
●定款に規定する投票所の閉鎖（富良野地区の６カ所）に伴う変更

議案第７号 損害評価会委員の補充選任について
●６名を補充選任

●園芸施設共済の共済目的の増改築等に伴って、共済目的を再
度申込む場合の共済責任期間を１年未満とすることを可能と
する特例が追加されたことによる変更

●家畜共済の共済掛金の分割払いにおける組合の定める書類
を添付する旨の規定を削除するための変更

●災害救助法が適用される災害が発生した場合に、保管中農産
物補償共済の共済掛金の払込期限を延長できるように変更

●「農業共済組合の模範事業規程例の基準」の一部改正に伴
い、農業保険法令に合わせた字句の適正化を行うための変更

議案第９号 事業規程の一部変更について

議案第２号 令和５年度事業計画の設定について
●事業計画は組合ホームページに掲載しています

議案第３号 令和５年度事務費賦課額及び徴収方法について
●賦課総額：27億4,819万７千円

議案第４号 役員・顧問・ＮＯＳＡＩ部長の報酬について
●報酬総額：1億5,843万6千円以内

議案第５号 特別積立金の取り崩しについて
●取崩額：５千万円以内（家畜一般損害防止事業）
議案第６号 借入金の最高限度額等について
●借入限度額：150億円以内

提出議案
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前年度比 8,892万円の減

前年度比 8億2,799万円の増

ＮＯＳＡＩ北海道のお財布
ＮＯＳＡＩ北海道では、組合員の皆さまが納めた掛金や賦課金がどのように使われているのか
をお伝えするため、決算や予算の内容を組合ホームページで公表していきます。このページ
では、合併初年度である令和４年度の決算の概要や令和５年度の予算概要をご紹介します。

組合では8つの勘定（お財布）で、お金を管理しています。 

令和４年の道内の気象は局地的な大雨があったもののほぼ平年並みに推移し、農作物や果樹園芸に大きな被害は発生
しませんでした。しかし、てん菜で糖度が低下するなど被害が生じたのに加え、令和３年産のばれいしょ、たまねぎで減
収になったため、加入者の方へ共済金をお支払いしたことにより不足金が生じました。
家畜共済にあっても事故が少なかったため、剰余金が発生しています。

事業勘定は、納めていただいた掛金やお支払いした共済金を事業ごとに6つの勘定（お財布）で管理しています。
畑作物共済を除く事業で剰余金が発生しています。当期剰余金は共済金の支払いや損害防止事業などの財源として積
み立てます。

73億4,078万円
318億1,875万円

84万円
103億1，834万円
7億7，281万円

54万円

69億7，734万円
307億4,593万円

63万円
103億1，979万円
5億7，191万円

54万円

3億6，344万円
10億7，282万円

21万円
△145万円
2億90万円

0

事業収益勘定科目 事業費用 差し引き
農作物共済勘定
家畜共済勘定 
果樹共済勘定 
畑作物共済勘定
園芸施設共済勘定 
任意共済勘定

事業収益は
掛金や交付金などを
管理して、事業費用は
共済金や保険料など
を管理しています。

令和４年度決算の状況

事業
勘定

農業共済事業の業務執行に要する経費に関する勘定で、国事務費補助金、皆さまの事務費賦課金などを収入源に職員
の人件費、事務費、施設費などを管理する勘定（お財布）です。
業務勘定は多額の補助金を財源に運営していることから、収支無残を会計の原則としています。

業務
勘定

収入総額102億7,986万円 102億7,986万円支出総額
収入から支出を引いた額（業務繰延残金）収入から支出を引いた額（業務繰延残金）

9,260万円9,260万円

剰余金に
相当する金額が
9,260万円
あったんだね。

6億7,029万円その他（損害評価費など） 構成比 6.6%

4億4,026万円固定資産
自己財源取得費 構成比 4.3%

12億9,026万円各種引当金繰入
（将来の支出に備えるための積立金）

（損害防止費など家畜診療所勘定へ繰り入れた額）

構成比 12.7%

10億4,184万円事業勘定繰入 構成比 10.2%

構成比 50.8%

5億7,714万円施設費 構成比 5.7%

9億8,917万円業務費
（事務委託費、NOSAI部長の報酬など）

（業務職員の給与・退職金など）

構成比 9.7%

51億7,830万円
人件費

2億8,508万円その他（業務雑収入など） 構成比 2.8%

6億6,752万円各種引当金戻入 構成比 6.5%

15億2,687万円事業勘定受入 構成比 14.9%

4億3,492万円受取利息 構成比 4.2%

構成比 36.1%

3億3,679万円損害防止収入 構成比 3.3%
4億369万円受託収入 構成比 3.9%

29億1,052万円
賦課金

（国からの事務費補助金など）

（組合員の皆さまが納めた賦課金）

前年度比 1億2,407万円の増 前年度比 退職給与引当金原則法への移行で
8,827万円の増

構成比 28.3%

37億1,447万円
受取補助金
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令和４年度の不足金の主な要因

家畜診療所の運営状況（損益）を明確にする勘定（お財布）です。診療や人工授精を行った収入を財源に獣医師
や人工授精師の人件費、家畜診療所の維持費を賄っています。
令和４年度では収入から支出を差し引いた収支で10億6,569万円の不足金が発生しています。

家畜診療所
勘定

① 畜主の努力によって家畜の事故が減少しましたが、診療収入が前年度より
　 大きく減収になりました
② 退職給付引当金の積立方法の変更 によって繰入する金額が増えました
③ 建設費等の高騰によって将来の再建築に向けた積立金の増額が必要 になりました

合併で職員数が1,500人を超え、今まで適用していた簡便法が使え
なくなり、原則法に切り替えが必要になりました。

簡便法と原則法の差額は令和４年度に一括して積み立て
ることが退職給付会計で定められています。

令和５年度以降は差額が解消され、これまでとほぼ同水準で
積み立てていくことになるので、経費の負担は軽減されます。

令和元年度に家畜診療所勘定が家畜共済勘定と分離し新設されました。勘定分離時に
家畜共済の積立金の一部を家畜診療所勘定に移管しています。積立金は診療所建設

に充当することができましたので、この移管額の一部を建設引当金に充当しています。
(令和元年度移管総額 １１０億7,082万円)

１０年前の見積額1,000
万円では建てられなく
なったため、建設費等の
指数を用いて再建築費
を見直しして、不足分を
積み増しします。

収入総額 188億6,721万円 支出総額199億3,290万円
支出から収入を引いた額支出から収入を引いた額
10億6,569万円10億6,569万円

1,000万円今までは…

簡便法 主に中小企業用
（従業員300人未満）

全員が自己都合退職した
額を単純に計算

主に大企業用

定年退職、死亡退職などの
将来の確率から綿密に計算
（簡便法に比べ高額傾向になる）

原則法

これからは…1,500万円

耐用年数20年

前年度比 獣医師職員の減員により
3,016万円の減

前年度比 退職給与引当金原則法への移行で
6,843万円の増

積立額 50万円／年 積立額 100万円／年

構成比 1.6%

構成比 5.5%

構成比 18.0%

構成比 23.7%

構成比 51.2%

（共済事業による診療費）
96億6,466万円

病傷事故診療収入

（共済事故外・非加入畜の診療費）
44億7,351万円

病傷事故外診療収入

33億9,356万円家畜人工授精収入

10億4,184万円業務勘定受入

2億9,364万円その他（診療雑収入など）

構成比 7.5%

構成比 7.5%

構成比 17.4%

構成比 4.4%

構成比 39.9%

（診療所職員の給与・退職金など）
79億5,619万円

診療人件費

（診療に使用した医療品・医療用消耗品の費用）

（建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額）

8億7,205万円診療所維持費

34億7,226万円家畜人工授精支出

構成比 23.3%46億4,895万円医療品消耗費

14億9,173万円業務勘定繰入

14億9,172万円その他（委託費、往診費など）

前年度比 授精頭数が減り、1億7,022万円の減

前年度比 8,651万円の増

前年度比 2万件ほど事故が減り7億433万円の減

前年度比 事故減により２億3,746万円の減

前年度比 建設費増高等により9億1,545万円の増

退職給付引当金、簡便法から原則法になって
何が変わるの？

昨今の資材高騰、人手不足などによって
今まで積み立ててきた金額では建物を建
てることができなくなり、将来の再建築に
向けた積立金の増額が必要になります。

建設引当金に積み増しが必要？

建設費の高騰や
退職給付引当金の

積立方法の変更など想定
していない経費の増額が

あったんだね
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1000 資材高騰などによる
積み増しが必要

例

例

簡便法 原則法

R4年度R3年度

退職給付
引当金残高

退職給付
引当金
計上額

この差を
一括して
積立てる

再建築費
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現金・預金は、
事業勘定などで剰余金が
発生して前年度より

6,494万円増えているんだね。

令和５年度の業務勘定、家畜診療所勘定それぞれの収支予算をご紹介します。

令和５年度 収支予算

令和４年度末の組合が保有している資産と負債および純財産をご紹介します。

令和４年度　保有資産の状況

退職給付引当金
（退職金のための積立）
124億3,752万円

農作物共済勘定
（法定・特別積立金）
230億117万円

負債合計 449億6,189万円

現金・預金
528億7,438万円

保有している
有価証券など
345億1,233万円

有形固定資産
（土地・建物・車両など）
128億3,507万円

退職給与金施設預託金
（外部への運用委託）
62億7,776万円

無形固定資産
（電話加入権など）
1,872万円

その他の資産（外部出資など）
1億8,620万円

たな卸資産（医療品などの在庫額）
7億8,777万円

雑資産（前払費用などの額）
13億5,161万円
未収債権（保険金・診療収入など）
11億1,529万円

純財産合計 649億9,725万円

家畜共済勘定
（法定・特別積立金）
8億4,943万円

果樹共済勘定
（法定・特別積立金）
3,301万円

畑作物共済勘定
（法定・特別積立金）
197億1,093万円

園芸施設共済勘定
（法定・特別積立金）
25億3,057万円

家畜診療所勘定（繰越剰余金）
56億9,858万円

各種引当金
（建設引当金、修繕引当金など）
198億8,714万円

その他（預り金、
リース債務の残高など）
57億8,779万円
次年度の準備金
（共済金支払備金）
31億5,204万円
未払の共済金や保険料など
36億9,739万円

未処分剰余金、
有価証券評価差額金、
固定資産見合純財産
131億7,358万円

受取補助金
（国からの事務費補助金など）
38億8,019万円（＋1億6,572万円）

（事務委託費、NOSAI部長の報酬など）
4億1,846万円（－5億7,071万円）

（施設修繕・管理費用など）
5億9,192万円（＋1,478万円）

9億3,694万円
（－1億490万円）

15億8,453万円
（＋2億9,427万円）

各種引当金繰入
（将来の支出に備える
ための積立金）

固定資産自己
財源取得費

（固定資産取得
に係る費用）

6億5,522万円
（－1,507万円）

賦課金
（組合員の皆さまが納めた賦課金）
27億4,806万円（－1億6,247万円）

受
託
収
入

業
務
費

施
設
費

損
害
防
止
収
入

受
取
利
息

その他
（業務雑収入など）

その他
（損害評価費など）

その他
（委託費、往診費など）

事業勘定受入
（事業勘定から
受け入れる額）

各種引当金戻入
（各種引当金
受入額）

46億6,613万円
（＋1億9,262万円）

34億3,057万円
（＋3,701万円）

（業務勘定から受け入れる額）
9億3,694万円（－1億490万円）

2億8,912万円
（－451万円）

100億6,065万円（＋3億9,599万円）

病傷事故診療収入
（共済事業による診療費）

病傷事故外診療収入
（共済事故外・非加入畜の診療費）

家畜人工授精収入
（人工授精に係る収入）

業
務
勘
定

受
入

その他
（診療雑収入など）

診療所
維持費

医療品消耗費
（診療に使用した医療品・
医療用消耗品の費用）

家畜人工授精支出
（人工授精に係る支出）

業
務
勘
定

繰
入

診療人件費
（診療所職員の給与・退職金など）
75億6,190万円（－3億9,430万円）

（建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額）
10億3,049万円（－4億6,124万円）

13億3,412万円
（－1億5,760万円）

総額 1,099億5,914万円

負債および
純財産

総額 1,099億5,914万円

資産

■収入総額 100億3,911万円 前年度比 2億4,075万円減 国からの事務費補助金、組合員の皆さまからの賦課金、収入保険事業の委託収入、
損害防止に係る負担金、並びに受取利息など

■支出総額 100億3,911万円 前年度比 2億4,075万円減 役員及び業務職員の人件費、システム等に係る委託費、施設維持管理費、将来の建築のための引当金など

（収入保険事業の委託収入）
3億7,001万円（－3,369万円）

（損害防止に係る委託費など）
2億9,878万円（－3,802万円）

（預金利息や有価証券利息など）
4億2,237万円（－1,255万円）

10億8,063万円
（－4億4,624万円）

9億3,081万円
（＋2億6,329万円）

3億827万円
（＋2,320万円）

人件費
（業務職員の給与・退職金など）
49億1,976万円（－2億5,854万円）

事業勘定繰入
（家畜診療所勘定
 へ繰り入れた額）

9億3,227万円
（＋4億9,202万円）

■収入総額 193億8,341万円
 

直営診療所としての疾病傷害共済の共済金、並びに共済加入以外の諸料金、人工授精料金など前年度比 5億1,621万円増

■支出総額 193億3,125万円
 

診療所職員（獣医師・人工授精師など）の人件費、診療に係る医療品費、人工授精に係る費用など前年度比 6億165万円減

（事務費、光熱水費、診療所の維持に係る費用）
13億4,178万円（＋4億6,973万円）

47億4,731万円（＋9,836万円）
33億1,565万円

（－1億5,661万円）

家畜診療所勘定

業務勘定

負債・純財産の内容資産の内容

※（ ）内は令和４年度決算額との差
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令和５年度 事業計画

令和4年度 事業実績

■令和５年度予算のポイント

■科目の説明

■農業共済制度の引受状況　▶総共済金額（補償額） 8,475億8,861万円　▶支払共済金の総額 392億6,486万円

●厳しい酪農情勢を背景に離農等が進み家畜の加入頭数が１万７，０００頭減少する見込み
で、組合員の皆さまから納めていただく賦課金も死亡廃用共済・疾病傷害共済を合わせ
前年実績よりも１億１，３８７万円の減少が見込まれます。
●診療収入は診療点数表の改定などに伴い診療収入の増収が見込まれることから大きく
収支が改善され、5,200万円の剰余金が見込まれます。
●組合合併に起因した原則法による退職給付引当金繰入の積み増しが解消され、これまで
とほぼ同水準で積立てていくことになり経費の負担は軽減されます。

病傷事故診療収入
病傷事故外診療収入
家畜人工授精収入
業務勘定受入

：共済事業による診療費
：共済事故外、非加入畜の診療費
：家畜人工授精事業に係る収入
：診療所職員が行った業務に関する人件費
 相当分を業務勘定から受け入れた額　　

診療人件費
医療品消耗費
家畜人工授精支出
診療所維持費

業務勘定繰入

：診療所職員の給与・退職金など
：診療に使用した医療品・医療用消耗品の費用
：家畜人工授精事業に係る支出
：診療所の事務費、光熱水費、その他診療所の
 維持に係る費用
：建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額

診療所勘定では、
収支が改善されて5,200万円
の剰余金が見込まれて

いるんだね。

共済事業
農作物共済（４年産）
農作物共済（3年産）

家畜共済
果樹共済

畑作物共済（４年産）
畑作物共済（3年産）
園芸施設共済

保管中農産物補償共済
合計

引受戸数(戸)
13,182

31,761
30

9,545

11,231
35
－   

引受数
163,982ha

2,894,429頭
23ha

156,783ha

82,525棟
175口
－       

共済金額（千円）
132,897,862

502,142,192
56,549

138,994,973

73,322,032
175,000

847,588,608

農家負担掛金（千円）
3,180,647

14,184,619
812

2,367,520

352,214
542

20,086,354

被害戸数(戸) 支払共済金（千円）
4,279
142
－   
2

3,133
3,249
599
0

－   

3,987,204
111,291

27,454,235
119

3,203,500
4,238,037
270,476

0
39,264,862

■農業共済制度　▶総共済金額（補償額） 8,368億4,147万円 ■収入保険制度
共済事業
農作物共済
家畜共済
果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済

保管中農産物補償共済
合計

加入目標(戸)
収入保険 6,440156,700ha

2,806,696頭
25ha

152,503ha
88,200棟
179口
－  　　

引受数
145,803,740
475,964,043

55,249
136,887,104
77,952,335
179,000

836,841,471

共済金額（千円）
109.7%
94.8%
97.7%
98.5%
106.3%
102.3%
98.7%

前年比

■収入保険制度の加入状況と被害状況

収入保険 5,959

加入経営体(戸)
経営体数(戸)

200,333,388

基準収入金額（千円）
つなぎ融資貸付保険金・特約補塡金

融資額（千円）経営体数(戸)支払額（千円）
2,087 8,074,785 519 2,964,690

家畜診療所勘定
収入 収入

支出

支出

受取補助金
賦課金
受取利息
受託収入
損害防止収入
事業勘定受入
各種引当金戻入

：国からの事務費補助金など
：組合員の皆さまが納めた事務費賦課金
：預金利息や有価証券などの利息
：収入保険に係るＮＯＳＡＩ全国連から受ける収入など
：損害防止事業に要した実費収入
：各事業勘定から業務勘定へ受け入れた額
：建設引当金、修繕引当金、更新引当金などを戻入れた額

人件費
業務費
施設費
事業勘定繰入
各種引当手金繰入

固定資産自己財源取得費

：役員報酬、業務職員の給与・退職金などの費用
：会議費、事務委託費、ＮＯＳＡＩ部長の報酬などの費用
：固定資産の維持費、光熱費等の費用
：損害防止費など家畜診療所勘定へ繰り入れた額
：退職給付引当金、建設引当金など将来の支出に備える
 ために積立てた額
：固定資産取得に係る費用

業務勘定

令和４年度の北海道における引受・被害の状況をご紹介します。
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な
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と
②
付
保
割
合
追
加
特
約
を
付
加
す
る

と
①
は
復
旧
す

る
こ
と
が
前
提

と
な
り
ま
す

が
、
新
築
時
の

最
大
８
割
ま
で

補
償
し
②
は
新

築
時
の
資
産
価

値
の
最
大
２
割

を
補
償
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ

り
、
本
体
の
築

年
数
に
か
か
わ

ら
ず
新
築
時
の

資
産
価
値
ま
で

補
償
さ
れ
ま

す
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
選
択
。
小
さ
な
被
害
で
も

共
済
金
を
支
払
い
ま
す

　
標
準
コ
ー
ス
で
の
加
入
は
、
被
害
が
発
生
し

た
場
合
、
損
害
額
が
３
万
円
（
ま
た
は
共
済
価

額
の
５
％
）
を
超
え
た
場
合
に
、
損
害
の
程
度

に
応
じ
て
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
が
、
小
さ
な

被
害
も
補
償
す
る
特
約
「
小
損
害
不
填
補
１
万

円
特
約
」
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
損
害
額

が
１
万
円
を
超
え
た
場
合
に
、
損
害
程
度
に
応

じ
て
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な

被
害
は
対
象
外
と
し
て
も
、
大
き
な
被
害
の
み

補
償
の
対
象
と
す
る
場
合
は
、
損
害
額
を
10
万

円
、
20
万
円
、
50
万
円
、
1
0
0
万
円
を
超
え

る
金
額
か
ら
選
択
す
る
こ
と
で
、
掛
金
が
大
幅

に
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
20
万
円
を
超

え
る
金
額
を
選
択
し
た
場
合
、
標
準
コ
ー
ス
よ

り
約
61
％
、
１
０
０
万
円
を
超
え
る
金
額
を
選

択
し
た
場
合
は
約
97
％
も
掛
金
が
安
く
な
り

ま
す
。

生
産
部
会
な
ど
集
団
で
加
入
す
る
と
掛
金
や
賦

課
金
が
割
り
引
き

　
生
産
部
会
な
ど
の
集
団
で
、
構
成
員
の
加
入

割
合
が
８
割
を
超
え
た
場
合
に
、
掛
金
の
５
％

を
割
り
引
き
、
加
入
者
の
人
数
に
よ
っ
て
賦
課

金
が
10
％
か
ら
20
％
を
割
り
引
き
し
ま
す
。
な

お
、
割
り
引
き
を
受
け
る
に
は
、
N
O
S
A
I

と
協
定
を
結
び
一
斉
に
加
入
を
申
し
込
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
中
で
、
補
償
内
容
に

つ
い
て
見
直
し
を
お
考
え
の
方
、
ま
た
は
園
芸

施
設
共
済
の
加
入
を
考
え
て
い
る
方
は
、

N
O
S
A
I
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

麦
・
畑
作
物
共
済

か
ら
の
お
知
ら
せ

加
入
方
法

●経過年数ごとの補償割合イメージ
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

0 1

経過年数（年）
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

補
償
割
合（
%
）

特約② 付保割合追加特約

資産価値に応じた補償部分
（標準コースの場合）

特約① 復旧費用特約
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収
入
保
険
加
入
前
は
、
台
風
や
干

ば
つ
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
収
穫

量
の
減
少
や
、
販
売
価
格
の
下
落
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
と
不
安
要

素
を
抱
え
な
が
ら
営
農
し
て
い
ま
し

た
。

　
収
入
保
険
が
始
ま
る
と
き
に
は
、Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
主
催
で
開
催
さ
れ
た
説
明

会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
保
険
料
、

積
立
金
、
事
務
費
の
自
己
負
担
額
も

大
き
く
、
い
っ
た
ん
は
加
入
を
見
送

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
野
菜
中
心
の

経
営
で
特
に
ダ
イ
コ
ン
が
不
安
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が

必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。
会

社
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

自
身
の
経
営
を
管
理
し
て
い
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

あ
り
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
決
断

し
ま
し
た
。

　
野
菜
類
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、
売
り
先
か
ら
の
注
文
減
少
と
値

段
が
安
定
し
な
い
た
め
、
大
き
な
損

失
と
な
り
ま
し
た
が
、
収
入
保
険
の

つ
な
ぎ
融
資
で
経
営
を
助
け
て
も
ら

い
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
野
菜
類
を
作
付
け
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
し
っ
か
り
投
資
し
収
入
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
で
、
経
営
の
後
ろ
盾

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
も
の
を

安
心
し
て
生
産
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
６
次
産
業
化
も
視
野
に
入
れ
、
収

入
保
険
が
担
保
と
な
り
、
背
中
を
押

し
て
く
れ
る
こ
と
で
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ダ
イ
コ
ン
、ゴ
ボ
ウ
、ナ
ガ
イ
モ
、

小
麦
約
１
５
８
㌶

有
限
会
社 

オ
オ
ネ
道
下
農
業

代
表
取
締
役

道
下 
隆
宏
さ
ん（
54
）

帯
広
市

み
ち

た
か
ひ
ろ

し
た

加入者
の声

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

収入保険
入ってよかった！

経 営 内 容

　
６
年
ほ
ど
前
ま
で
ト
マ
ト
栽
培
を

収
入
の
軸
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
法

人
化
を
見
据
え
経
営
規
模
を
拡
大
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ト
マ
ト

栽
培
の
経
営
を
拡
大
さ
せ
る
に
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
増
棟
に
係
る
経

費
や
、
収
穫
に
要
す
る
人
員
の
確
保

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

収
入
保
険
な
ら
安
心
し
て
経
営
方
針

を
転
換
で
き
る
と
考
え
加
入
を
決
め
、

ト
マ
ト
栽
培
か
ら
長
ネ
ギ
栽
培
中
心

の
経
営
に
方
向
転
換
し
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
加
入
後
は
、
安
心
し
て

当
初
の
目
的
で
あ
る
経
営
規
模
の
拡

大
と
、
法
人
化
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
み
な

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応

で
き
る
こ
の
制
度
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
施
設
野
菜
生
産
者
に
と
っ
て
は
、

園
芸
施
設
共
済
の
施
設
内
農
作
物
の

補
償
で
は
手
薄
と
感
じ
て
い
た
の
で
、

収
入
保
険
へ
加
入
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
補
償
が
充
実
し
ま
し
た
。

　
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
と
き
の
規

模
拡
大
特
例
や
、
自
然
災
害
で
被
災

し
た
際
の
つ
な
ぎ
資
金
の
受
け
取
り

な
ど
は
、
収
入
保
険
制
度
の
魅
力
的

な
部
分
で
す
。
こ
の
ま
ま
変
わ
ら
な

い
運
用
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

水
稲
、長
ネ
ギ
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

コ
マ
ツ
ナ
、白
カ
ブ
約
12
㌶　

株
式
会
社 

畠
山
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役

畠
山 

誠
さ
ん（
46
）

北
斗
市

は
た
け
や
ま
ま
こ
と

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

経 営 内 容

令和3年
10月加入
（加入2年目）

平成31年
1月加入

（加入5年目）

2023.7 Vol.79



　
遠
隔
診
療
は
、
家
畜
診
療
所
か
ら
遠
く
に
位
置
し
て
い

る
組
合
員
の
方
々
の
負
担
の
軽
減
や
、
気
軽
に
診
療
を
求

め
ら
れ
る
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
悪
天
候

な
ど
で
往
診
が
困
難
な
場
合
の
診
療
や
、
診
療
の
効
率
化

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
度
、
み
な
み
統

括
セ
ン
タ
ー
石
狩
北
部
家
畜
診
療
所
管
内
の
組
合
員
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
試
験
実
施
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
診
療
依
頼
は
、
電
話
連
絡
な
ど
で
受
け
付
け
し
、
内
容

を
聞
き
取
っ
た
後
に
、
組
合
員
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ

メ
ラ
を
用
い
て
撮
影
し
た
患
畜
の
様
子
を
、
遠
隔
診
療
担

当
の
獣
医
師
が
診
療
所
の
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
テ
レ
ビ
電

話
で
確
認
し
、
診
察
を
行
い
ま
す
。
遠
隔
診
療
の
結
果
、

往
診
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
担
当
獣
医
師
が
往
診

に
向
か
い
ま
す
。
当
初
は
電
話
の
み
で
受
け
付
け
し
て
い

ま
し
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
の
利
用
も
試
み
て
い
ま
す
。

　
試
験
期
間
中
、
14
頭
の
患
畜
を
遠
隔
診
療
し
、
そ
の
う

ち
６
頭
に
薬
治
を
行
い
ま
し
た
。
残
り
８
頭
に
つ
い
て
は

往
診
が
必
要
と
判
断
し
、
担
当
獣
医
師
へ
連
絡
し
て
内
容

の
伝
達
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。
薬
治
し
た
症
例
に

つ
い
て
は
、
獣
医
師
に
よ
る
配
送
で
医
薬
品
を
交
付
し
て

お
り
、
郵
送
業
者
に
よ
る
配
送
試
験
は
実
施
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　
遠
隔
診
療
に

関
わ
る
事
故
発

生
通
知
簿
へ
の

記
載
、
カ
ル
テ

の
作
成
、
種
別

通
知
書
及
び
出

荷
制
限
期
間
指

示
書
の
発
行
な

ど
、
複
数
人
が

関
わ
る
こ
と
か

ら
、
事
務
処
理

誤
り
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
担
当
獣
医
師
間
で

確
認
し
な
が
ら
実
施
し
た
こ
と
で
、
事
務
処
理
に
関
す
る

誤
り
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
方
か
ら
は
「
テ
レ
ビ
電

話
で
患
畜
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
相
談
や
診
察
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
、
特
に
診
療
に
は
至
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
、

往
診
依
頼
を
躊
躇
す
る
よ
う
な
場
面
で
は
と
て
も
安
心
で

き
た
」
と
い
っ
た
意
見
や
「
す
ぐ
に
薬
を
投
与
し
た
い
が

届
く
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
も
っ
と
使
い
や
す
い
制
度

に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
験
で
得
ら
れ
た
課
題
や
、
組
合
員
の
方
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
等
を
反
映
し
、
新
し
い
有
効
な
サ
ー
ビ

ス
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

画
像
に
よ
る
診
断
、

酪
農
家
の
方
か
ら
一
定
の
評
価

石
狩
北
部
家
畜
診
療
所
で
遠
隔
診
療
を
試
験
実
施

農場

K牧場 2/15（水） 8：30～9：00

8：00～9：00

2/15（水） 9：00～9：30

2/17（金） 8：30～8：50

2/18（土） 9：00～9：15

2/23（祝）

3/5（日）

（休日対応3日）

14：30～15：00

3

1

1

2 1

3

2 1

1

往診（点滴必要性あり）

1 往診（点滴必要性あり）

往診（点滴必要性あり）1

1 1

1 1

1 1

ケトーシス

子牛腸炎

薬治対応

薬治対応

薬治対応

薬治対応

薬治対応

子牛肺炎

子牛肺炎

子牛腸炎

子牛虚弱

起立不能

ケトーシス

3

1

1

8677

往診（輸血必要性あり）

往診（予後判断必要性あり）

往診（点滴必要性あり）

成牛腸炎

●試験期間中にあった遠隔診療依頼

M農場

K牧場

M農場

M農場

K牧場

合計

実施日 対応時間 病名 遠隔診療を適用 診療所へ往診依頼成牛
（頭） （頭） （頭） （頭）

子牛

テレビ電話の映像をパソコンに映して診察を行います
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　蹄病は複雑な要因が絡み合って起こります。臨床現場
で多くみられるのは蹄底潰瘍・白帯病などの蹄角質疾患、
趾皮膚炎（DD）などの感染性疾患です。
　蹄底潰瘍は頻発する蹄病の一つです。蹄の過長による
蹄角度の異常や起立時間の延長、ルーメンアシドーシス
や乳房炎などに起因する
毒素血症によって蹄真皮
が血行障害を起こし、壊
死することで起こります
（蹄の断面図の★が好発
部位）。多くは後肢外蹄
に発症し、患部は角質を
作り出すことができず穴
が開いた状態となり、悪
化するとそこから肉芽が
突出します（右写真）。

牛の跛行の主な原因として知られる蹄病ですが、牛の痛みやストレス要因だけでな
く、他の病気の原因にもなり、悪化すると起立不能になることもあります。今回は、
特に乳牛の生産性に大きく関わる蹄病についてお話しします。

蹄病と分娩の関係

　蹄底潰瘍の原因の一つとして、分娩が関与していると
いわれています。分娩は牛にとって多くのストレスにさら
される時期です。慣れない牛舎・牛群への移動、濃厚飼
料多めの泌乳期飼料への変更など、蹄病を誘発する要因
がいくつもあります。また、分娩時に骨盤周囲の靭帯を緩
めて産道を広げるリラキシンというホルモン分泌が増え、
蹄骨を吊り下げている靭帯もこれによって緩むことで蹄骨
が動きやすくなり、蹄真皮が傷つきやすくなります。アミ
ノ酸など角質形成に必要な栄養が泌乳に回されることで、
質の悪い角質が作られてしまうことも影響しているようで
す。

蹄病の原因と予防
ひがし統括センター
釧路中部支所 釧路中部家畜診療所
標茶家畜診療所　獣医師 小泉 桃子

蹄の構造

蹄病を予防するには

　牛は左右の前肢および後肢にそれぞれ2つの蹄を持
ち、それらは趾間で隔てられています。2つの蹄はヒトで
いう中指と薬指で、約700kgの体重をつま先立ちで支え
ているような状態です。
　牛の蹄を断面で見てみると（蹄の断面図）、蹄の周囲を
覆っている固い角質
は蹄壁と蹄底に分け
られ、それらの接合
部は白帯と呼ばれ蹄
壁・蹄底よりもやわら
かい構造をしていま
す。その内側には神
経と血管を有する蹄
真皮が存在し、その
内側に蹄骨が存在し
ます。

　蹄の過長を防ぎ理想的な形に整えるため、年間2回（で
きれば３回）以上の定期削蹄を行いましょう。感染性の蹄
病が多い場合は、除糞をこまめに行い、適切な薬剤による
蹄浴を実施しましょう。前述のように分娩前後は特に多く
のストレスを受けるため、この時期の飼養管理を徹底しま
しょう。
　蹄病に限ったことではありませんが、牛がゆっくりと休
める状態を作り出す（過密にしない、敷料を多く使うなど）
ことや、牛をよく観察し異常（跛行）があれば早い段階で
対応（治療）することが重要です。皆さんもあらためて、
蹄病の予防について見直してみてはいかがでしょうか。

蹄の断面図

肉芽が突出した蹄

参考文献：緑書房「牛の跛行と蹄管理」

蹄壁

白帯 蹄底
蹄球

腱

蹄真皮

蹄骨

★

牛の健康は
足元から！
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ブランドを立ち上げた渡辺代表

渡辺さんの弟が作成した
ブランドロゴ

農
場
の
環
境
整
備
で
好
循
環
を
生
む

　
新
ひ
だ
か
町
静
内
田
原
の
株
式
会
社

渡
辺
農
場
代
表
・
渡
辺
隆
さ
ん（
65
）は
、

生
産
す
る
黒
毛
和
種
を
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド「
桜
黒
和
牛
」
と
し
て
商
品
化
し

ま
し
た
。
農
場
が
桜
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
る
二
十
間
道
路
桜
並
木
に
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
桜
黒
和
牛
」商
品
化
へ
の

き
っ
か
け

　
渡
辺
農
場
は
現
在
繁
殖
雌
牛
2
1
0

頭
を
飼
養
し
、９
カ
月
齢
程
度
の
子
牛

を
出
荷
す
る
素
牛
と
し
て
黒
毛
和
種
の

生
産
を
行
って
い
ま
す
。市
場
で
は
病
歴
、

血
統
、
性
別
等
で
価
格
が
大
き
く
変
動

す
る
こ
と
が
あ
り
、そ
こ
に
違
和
感
を
抱

い
て
い
た
渡
辺
さ
ん
は
、
数
年
前
か
ら
肥

育
す
る
こ
と
も
試
み
て
い
ま
し
た
。そ
の

肉
を
関
係
者
や
知
人
に
食
べ
て
も
ら
っ
た

際
に「
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
く
ど
く
な
い
。

脂
が
甘
く
お
い
し
い
」な
ど
、
高
い
評
価

を
得
た
こ
と
も
今
回
の
商
品
化
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

環
境
整
備
の
徹
底
で

畜
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
へ

　
食
の
安
全
や
肉
の
味
の
た
め
飼
料
に

こ
だ
わ
り
、
国
内
産
の
ビ
ー
ル
粕
や
醤
油

粕
、
酒
粕
、
麹
菌
等
の
発
酵
食
品
残
渣

を
エ
コ
飼
料
と
し
て
活
用
し
、
牛
に
も
環

境
に
も
配
慮
し
て
い
る
渡
辺
さ
ん
は「
皆

さ
ん
に
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
味
は
こ
の

飼
料
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
発
酵
飼
料
を
導
入
し
て
か
ら
、
肥

育
す
る
牛
も
食
べ
止
ま
り
な
く
た
く
さ

ん
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
腸
内
環
境
が
良

い
せ
い
か
病
気
も
減
り
ま
し
た
」と
話
し

て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
牛

舎
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
農
場
全
体
の
環

境
整
備
を
大
切
に
し
て
き
た
渡
辺
農
場

は
、
牛
に
対
す
る
言
葉
遣
い
に
も
注
意
を

払
う
な
ど
、
牛
の
尊
厳
を
守
り
、
牛
が
居

心
地
の
良
い
環
境
を
目
指
し
た
結
果
、

働
く
人
の
環
境
も
良
く
な
り
、
好
循
環

を
生
ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
渡
辺
さ
ん
は「
農
場
を
訪
れ
る
人
が
、

畜
産
独
特
の
臭
い
が
無
い
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
。
牛
、
働
く
人
、
地
域
の
人
が
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
畜
産
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
繁
殖
牛
と
肥
育
牛
の
増
頭

を
計
画
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
商
品

を
購
入
で
き
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
渡
辺
農
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新ひだか町

さん
渡辺 隆

北海道   アグリ人

お
ー 

こ
く 

わ
ぎ
ゅ
う

わた なべ たかし
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北海道十勝ポップコーンファクトリー

人材育成にも力を入れる前田さん

北海道十勝ポップコーンうま塩味

ポップコーンの購入はこちらから

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

６
次
産
業
化
で
日
本
を
代
表
す
る

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
へ

　
本
別
町
の
前
田
農
産
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
・
前
田
茂
雄
さ
ん（
48
）は
、

自
社
産
の
原
料
を
使
用
し
た「
北
海
道

十
勝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」の
製
造
・
販
売
に

取
り
組
み
、
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
こ

と
で
、で
き
た
て
を
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
に
至
る
経
緯

　
前
田
さ
ん
は
、
東
京
農
業
大
学
を
卒

業
後
、ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
に
留
学
し
、

米
国
の
大
規
模
農
業
経
営
や
流
通
を
学

び
ま
し
た
。　

　
平
成
１２
年
に
実
家
の
前
田
農
産
食
品

合
資
会
社
に
入
社
し
、
平
成
２１
年
に
小

麦
粉
の
販
売
を
始
め
、
道
産
小
麦
を
Ｐ

Ｒ
す
る
必
要
性
を
感
じ
、
道
産
小
麦
の

販
路
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
な
ど

を
目
的
と
し
た「
北
海
道
小
麦
キ
ャ
ン

プ
」の
実
行
委
員
と
し
て
活
動
し
ま
し

た
。そ
こ
で
、
前
田
さ
ん
は
従
業
員
の
冬

場
の
雇
用
確
保
を
目
的
に
６
次
産
業
化

を
進
め
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

自
社
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
販
売

　
平
成
２５
年
か
ら
国
内
で
は
珍
し
い
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
用
爆
裂
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
自
社
工
場
で
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
の
製
造
に
取
り
組
み
、
農
閑
期
の

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
を
実
現
し
ま
し

た
。令
和
４
年
に
は
、新
設
し
た
工
場「
北

海
道
十
勝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

も
稼
働
し
ま
し
た
。
定
番
の
う
ま
塩
味

の
ほ
か
、
今
後
は
新
し
く
キ
ャ
ラ
メ
ル
味

の
生
産
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
と
消
費
者
間
の
連
携

や
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
継
続
的

に
行
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
第
５２
回
日

本
農
業
賞「
食
の
架
け
橋
の
部
」で
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
前
田
さ
ん
は「
地
域
を
巻
き
込
ん
で
商

品
開
発
を
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
社
員
や
地
域
の
方
々
の
お
か
げ

で
受
賞
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
感

謝
申
し
上
げ
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま

す
。

今
後
の
目
標

　
将
来
的
に
、
北
米
を
中
心
に
輸
出
も

し
た
い
と
考
え
て
い
る
前
田
さ
ん
は
、
人

材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
農
業
や
産
業
に
貢
献
す
る
人
材
育

成
を
目
的
に
、ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
国
際
農
業

奨
学
金
の
日
本
支
部
を
令
和
元
年
７
月

に
設
立
し
ま
し
た
。
地
域
農
業
の
課
題

解
決
の
一
助
と
な
る
人
材
と
有
意
義
な

情
報
と
情
熱
の
交
換
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。「
第
５
期
の
ス
カ
ラ
ー（
奨
学
生
）

農
業
者
は
７
月
よ
り
募
集
予
定
で
す
。

日
本
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
き
、ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で

す
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
ジ
ャ
パ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

本別町

さん
前田 茂雄
まえ だ しげ お
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工夫と手間をかけて作業する大内さん

個体別に給餌ができるフィードステーション

ロボット導入などの半面、物
を大事にすることも意識し、
50年前のトラクターは今も
なお現役

工
夫
は
常
に
意
識

　

令
和
元
年
に
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
が

完
成
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、フ
ィ
ー
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
P
M
R
給
餌
、
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
な
ど
、ス
マ
ー
ト
農
業

化
に
よ
っ
て
労
働
者
人
数
や
家
族
の
総

労
働
時
間
削
減
に
成
功
し
、
以
前
よ
り

も
牛
群
の
観
察
と
育
成
牛
管
理
の
時

間
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

大
内
さ
ん
は「
た
だ
漫
然
と
す
べ
て

を
機
械
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
感
染

症
に
弱
い
出
生
後
1
カ
月
は
手
哺
乳
で

　
別
海
町
西
春
別
の
大
内
農
場
株
式
会

社
代
表
取
締
役
・
大
内
佑
輝
さ
ん（
35
）

は
、
家
族
4
人
で
飼
料
用
作
物
1
3
0

㌶
と
経
産
牛
1
2
0
頭
、
育
成
牛

1
3
0
頭
の
乳
牛
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
４
年
か
ら
４
代
に
わ
た
り
酪
農

を
営
ん
で
い
る
大
内
農
場
は
、
人
手
不

足
や
高
齢
化
を
見
越
し
て
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
を
導
入
し
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
の

中
で
輸
入
飼
料
高
騰
の
影
響
を
受
け
に

く
い
自
給
飼
料
に
よ
る
飼
養
で
酪
農
危

機
を
乗
り
切
って
い
ま
す
。

地
域
で
酪
農
を
守
る

育
成
し
た
り
、
泌
乳
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て

フ
ィ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
給
餌
を

行
っ
た
り
、
工
夫
は
常
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
思
っ
た
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
へ
不
対
応

の
牛
が
少
な
い
で
す
が
、
入
ろ
う
と
し

な
い
子
牛
も
い
る
の
で
飼
養
管
理
が
重

要
で
す
」と
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

飼
料
は
、
1
3
0
㌶
の
草
地
で
自
給

し
て
お
り「
ロ
ー
ル
で
給
餌
す
る
こ
と

で
、ロ
ー
ル
の
変
更
に
よ
る
調
整
が
可

能
で
す
。
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
が
手

間
は
か
か
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

　
大
内
さ
ん
は
、
個
に
よ
る
酪
農
だ
け
で

な
く
地
域
で
の
酪
農
も
意
識
し
て
い
ま

す
。
協
議
会
副
会
長
や
青
年
部
の
副
部

長
な
ど
を
兼
任
し
、
地
域
の
酪
農
家
を

集
め
て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
積
極
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
「
根
室
管
内
の
酪
農
は
、
経
営
規
模
が

大
き
く
他
地
域
の
よ
う
な
共
同
作
業
や

ア
ル
バ
イ
ト
が
少
な
く
、
基
本
的
に
一
軒

で
労
働
が
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
。ま
た
、
労
働
時
間
が
長
く
農
繁
期

が
同
時
期
の
た
め
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た

中
で
、
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
農
業
技

術
を
習
得
し
た
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
話

が
で
き
る
場
を
提
供
で
き
れ
ば
い
い
で
す

ね
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
物
価
の
上
昇
や
個
体
販

売
価
格
の
低
下
等
、
酪
農
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
く
、
今
年
度
の
電
気
代
の

み
で
8
0
0
万
円
ほ
ど
経
費
上
昇
す
る

見
込
み
の
大
内
さ
ん
は「
こ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、よ
り
効
率
よ
く
、
少
な
い
労

力
で
高
品
質
の
乳
製
品
を
生
産
す
る
ス

マ
ー
ト
農
業
も
取
り
入
れ
、
地
域
一
体
で

持
続
可
能
な
酪
農
業
を
目
指
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。　

別海町

さん
大内 佑輝

北海道   アグリ人

おお うち ゆう き
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誕生日が同じで仲むつまじい佐々木さん夫妻

これまでの歴史を語ってくれました

湧別町

佐々木 昭一さん
公子さん

さ　　さ　　き しょう  いち

きみ    こ

そ
の
後
、
豚
、
搾
乳
牛
と
飼
養
を
変
え

ま
し
た
。ニ
ワ
ト
リ
を
飼
養
し
た
時
に
は

「
た
び
た
び
イ
タ
チ
に
襲
わ
れ
た
」と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

昭
和
48
年
か
ら
搾
乳
牛
、
昭
和
55
年

か
ら
肉
牛
の
飼
養
を
は
じ
め
、夏
は
ビ
ー

ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど

の
畑
作
も
し
な
が
ら
、
冬
は
山
で
木
材

を
切
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
和
牛
振
興
会
で
は
、３
年
連
続
し
て

兵
庫
県
淡
路
島
に
和
牛
購
入
に
行
き
、

　
黒
毛
和
牛
２
頭
を
飼
養
す
る
佐
々
木

昭
一
さ
ん
は
、
今
年
９６
歳
を
迎
え
ま
し

た
。就

農
か
ら
６２
年

　
昭
和
36
年
に
２
代
目
と
し
て
親
か
ら

継
い
で
か
ら
、
就
農
し
て
今
年
で
６２
年
を

迎
え
ま
す
。

　
就
農
当
初
は
、
畑
作
や
ニ
ワ
ト
リ
を

１
０
０
羽
ほ
ど
飼
養
し
、
卵
を
背
負
っ
て

市
場
ま
で
売
り
に
行
っ
て
い
た
と
言
い
、

９６
歳
ま
だ
ま
だ
現
役

各
農
家
２
頭
飼
養
し
て
生
産
向
上
に
努

め
た
ん
だ
」と
当
時
を
懐
か
し
く
話
し

て
い
ま
す
。

未
整
備
の
道
を
行
く
苦
労

　
「
牛
乳
は
、
輸
送
缶
に
入
れ
、
山
を
越

え
た
先
の
開
盛
小
学
校
ま
で
届
け
て
い
た

が
、
道
が
悪
く
て
大
変
だ
っ
た
」と
話
し

ま
す
。「
馬
車
な
ど
も
使
い
、
兄
姉
と
協

力
し
て
運
ん
で
い
た
ん
だ
」と
昭
一
さ
ん
。

　
「
未
整
備
の
道
を
行

く
の
は
非
常
に
大
変

だ
っ
た
。
大
変
だ
っ
た

が
、み
ん
な
同
じ
だ
か

ら
苦
労
だ
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

妻
と
二
人
三
脚
で

　
今
ま
で
で
一
番
大
変

だ
っ
た
こ
と
は「
冬
場
、

仕
事
で
山
に
い
た
と

き
、
妻
を
一
人
置
い
て

い
く
こ
と
で
す
か
ね
」

と
言
い「
人
工
授
精
の

度
に
、
開
盛
地
区
に
一

か
所
し
か
な
か
っ
た
診

療
所
ま
で
片
道
４
㌖
、

一
人
で
牛
を
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
て
い
た
の
は
、
本
当
に
大
変

だ
っ
た
と
思
う
し
感
謝
し
て
い
ま
す
」と

公
子
さ
ん
へ
の
想
い
を
伝
え
ま
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と「
妻
と
一
緒

に
い
る
と
、
弱
っ
た
と
こ
ろ
見
せ
ら
れ
な

い
よ
」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
公
子
さ
ん
は
、
手
芸
が
得
意
で
、ク
ッ

シ
ョ
ン
、
靴
下
、
足
カ
バ
ー
な
ど
を
作
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。
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農
繁
期
の
取
材
依
頼
も
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
川
村
祐
太

さ
ん（
31
）
は
、
北
竜
町
の
板
谷
地
区
で
水
稲
・
秋
麦
・
大
豆
・

メ
ロ
ン
な
ど
を
作
付
け
し
、
父
・
功
さ
ん
の
も
と
で
営
農
技
術
の

習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
今
は
基
本
に
忠
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
将
来
は
自
分
な

り
の
栽
培
方
法
も
考
え
た
い
」
と
話
す
祐
太
さ
ん
は
、Ｊ
Ａ
空
知

青
年
部
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事
と
地
元
の
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
青
年

部
北
竜
支
部
の
支
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
代
表
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
盟
友
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
を
引
っ
張
り
青
年

部
活
動
を
盛
り
上
げ
た
い
。
そ
ん
な
キ
ャ
ラ
で
は
な
い
で
す
け
ど

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
活
動
に
は
、

毎
年
計
画
さ
れ
る
当
組

合
道
央
統
括
セ
ン
タ
ー

北
空
知
支
所
と
の
球
技

大
会
や
研
修
会
等
が
含

ま
れ
、
次
世
代
の
農
業

者
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

が
交
流
す
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

クイズに
答えて

［美瑛選果 詰め合わせセット］
　「丘のまち」美瑛町にある、食を中心とした美瑛ブランドが集まる場所「美瑛選果」
より、おすすめ商品の詰め合わせセットをお届けします。
　フリーズドライのお菓子をはじめ、地元産のトウモロコシを使ったクリーミーなと
ろとろコーンスープや、豚肉の中でも味の良いウデ肉がゴロゴロと入っているカ
レーと、ドレッシングの中で一番のヒット商品「黒酢たまねぎドレッシング」は、「横浜
桂林」とのコラボ商品で、一度食べたらリピート間違いなしです。

正解者の中から抽選で
「美瑛選果 詰め合わせセット」を
30名の方にプレゼントします！

honsyo_kouhoug@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和5年8月31日（木）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそのご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話番号・右記クイズの答
えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

NOSAIクイズ

応募
方法

応募
〆切り

プレゼントを当てよう！

今
号
の
表
紙

今回の
プレゼント

か
わ
む
ら

い
さ
お

ゆ
う
た

応募フォーム

前号の
答え パ ン 口A1 A2 （くち）

祐太さんの両親と
妻のまり子さん。
この他に３人の子
どもたちと一緒に
暮らしています

NOSAIクイズ
次の　の中の漢字を合体させて
二字熟語を完成させよう ！
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公的の反対は

A1：

A2：

ヒント

例 題

英語ではリビングヒント

白 ム 禾 勺

国 語

門 口 十 尸

言 吾口 玉

日



地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

　岩見沢市のいわみざわ公園内にあるバラ園は、道内
最大規模で北国のバラ園として人気です。
　約4万㎡の敷地内には北海道原産のバラの原種「ハ
マナス」を含む約630品種8,800株が咲き誇り、夏バ
ラは6月中下旬～7月中旬、秋バラは9月中旬～10月中
旬頃まで楽しむことができます。
　園内は「イングリッシュローズガーデン」やハマナス
の丘まで続く「オールドローズの小径」など複数のガー
デンやゾーンで構成し、鮮やかな色と芳醇な香りで訪れ
る人々を魅了します。
　バラ園は全面無農薬栽培を目指し、平成25年からの

取り組みで化学農薬に頼らない植物由来の抽出液を散
布することで病虫害を防いでいます。
　自分好みのバラを探しに散策に出かけてみてはいか
がでしょうか。

バラの芳醇な香りに包まれて

世界でここだけ赤紫蘇下阿達「リモチーソ」

　蘭越町では、京都大学と医薬品開発支援大手のシ
ミックホールディングスと連携し、薬用植物の研究栽
培に取り組んでいます。中でも赤紫蘇の新品種である
「下阿達」の本格栽培が令和4年6月から始まりました。
　下阿達は、β-カロテンが人参の約1.3倍、カリウムは
バナナの約1.8倍、動脈硬化や生活習慣病の予防に役
立つポリフェノールが赤ワインの約3.7倍などと高く、
レモンのような酸味と柑橘系のような爽やかな香りが
特徴的です。「里の美しく、清らかな川で育った紫蘇」
をキャッチフレーズに「リモチーソ（里美清蘇）」と命名
し、蘭越町では無農薬で栽培しています。

　収穫期の夏には町内で生葉の販売を予定している
ほか、下阿達の風味を生かしたハーブティーやトニック
ウォーター、ドレッシングなどの開発を進めています。
さらに、同品種を使った新しいオリジナルジンの販売
をひかえています。
　下阿達を使ったさまざま
な商品で、爽やかな香りをお
楽しみください。

蘭越町 岩見沢市

別海町

新得町

置戸町

NOSAI 北海道

あか じ そ しも あ だち

写真提供：一般社団法人 岩見沢市観光協会
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　置戸町常盤地区の田中眞さん（73）は、牛と羊の肥育・繁殖を行って
います。　
　牧場では「羊界のサラブレッド」と称される脂肪が少なく優れた赤身
肉として定評があるテクセル種とサフォーク種の羊（約150頭）を飼育
しています。
　3年前から牧草のみを与えた「グラス・フェッド」の牛肉と羊肉の生産
に取り組んでいます。
　田中牧場の羊肉は北見市内では「焼肉ほりぐち」で提供されており、
羊肉特有の臭みは全く感じず定番の焼肉はもちろんのことお刺身とし
てもいただくことができます。

　別海町にある創業36年の「双葉寿司」では、地産の
牛乳をジョッキグラスで提供する「別海ジャンボ牛乳」
と「別海ジャンボホタテバーガー」のセットを1日10食限
定で販売しています。
　別海ジャンボホタテバーガーは、別海町の牛乳をＰＲ
するために開発されたご当地グルメで、平成22年から
開催されている「全国ご当地バーガーグランプリ」では
初代から2連覇した一品です。別海町の飲食店でのみ
提供され、具材は野付産の大きなホタテを使用した春
巻き、玉ねぎのマリネ、レタス、モッツァレラチーズで
す。ソースは3種類で、みそソースは全店舗共通、他の2

種類は店舗ごとに異なり、双葉寿司では玉ねぎマヨソー
スとオーロラソースを使用しています。バンズと具材が
別で提供されるため、自分で作り上げる楽しさも味わえ
ます。
　双葉寿司では、別海町で漁獲量の多いホッキ貝を使
用した「ホッキカツバーガー」もイベント限定で販売し
ています。ぜひ、イベントやお店を訪れ、別海町の特産
品を味わってください。

　新得町で酪農と畜産の複合経営を営む関口効雄さんが、自
家肥育した牛肉の販売を開始しました。販売しているのは47
カ月齢まで肥育した交雑種（F1）の雌牛の肉で、通常の肥育期
間よりも長く肥育することでよりおいしく仕上がっています。
　加工肉はハンバーグとローストビーフ。精肉はヒレ、サーロ
インなどの各部位をステーキ、焼き肉用にカットして販売し
ています。F1の牛肉はしっかりした食感で肉本来の味が楽し
めます。
　町内では口コミだけで評判が広がり、大人気の商品となり
ました。新得町を代表する自慢の牛肉を、ぜひ味わいに来てく
ださい。

羊界のサラブレッド

お寿司屋さんで絶品バーガー

自家産牛肉の販売開始

せきぐちいさ お

たなかまこと
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ＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせ
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　令和4年産農・畑作物共済
の5月分仮渡し共済金を5月
31日（水）に支払いました。
　農作物共済は水稲で167戸
の対象者に81,867,370円、
畑作物共済は5品目で580戸
の対象者に242,578,109円
を支払いました。

5月分仮渡し共済金を支払いました

　6月1日（木）に札幌市の共済ホールで、令和5年度全道
総代研修集会を開催しました。
　94人の総代が出席した研修集会では、第1部「令和4年
度決算及び令和5年度予算の概要について」を上田総務部
長、第2部「財務健全化に向けた取り組みについて」を森谷
総合企画室長が説明しました。

　ＮＯＳＡＩ協会が主催する「令和４
年度農業共済組合等全国広報紙
コンクール」で、当組合の広報紙
「ＮＯＳＡＩほっかいどう」が、最高賞
の「金賞」を受賞しました。
　全道１組合となり、初めての応募にも関わらず金賞を受賞
できたことは、取材にご協力いただいた農業者や関係機関を
はじめ、制作に関わる全ての方々のおかげです。
　今後もより良い広報紙を目指しますので、ご協力をお願い
します。

全道総代研修集会を開催しました

5月9日
5月15日

5月16日

6月1日

6月2日

第1回総務専門委員会（ＴＶ会議）  
第2回総務専門委員会（札幌）  
第1回農作・家畜専門委員会（札幌）  
第1回余裕金運用管理委員会（札幌）  
第1回安全運転管理委員会（札幌）  
第1回理事会（札幌）  

第2回理事会（札幌）  
令和5年度全道総代研修集会（札幌）  
第2回通常総代会（札幌）  
第3回理事会（札幌）  

組合の動き 5月～6月 組合で開催された主な会議等を掲載します。

参加した総代は説明者の言葉に熱心に耳を傾けていました

水稲
大豆
小豆
いんげん
スイートコーン
かぼちゃ
畑作物　計　

農作物共済
作物名 共済金支払対象戸数（戸） 共済金支払額（円）

畑作物共済

農畑作物の合計

167
17
354
205
3
1

580
747

81,867,370
4,226,985

165,987,960
70,220,450
2,045,892
96,822

242,578,109
324,445,479

広報紙「ＮＯＳＡＩほっかいどう」がコンクールで金賞を受賞！
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江別市の森農場で農
作業全般と販売を担
当。野菜ソムリエの
資格を生かし、食育
活動にも力を入れて
います。

現在はホームページ『森のみのり』でネット販
売を展開中。Facebook、Ins tag ram、
Twitterで農場の様子を日々発信しています。

野菜ソムリエ   
森 雅美さん

【白だし】（市販で代用可能）
・水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・昆布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・かつお節・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
【フリット】
・カリフラワー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・カレー粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 ・素麺・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・薬味（ミョウガ、小ネギ、白ごまなど）

600ml
8cm
10g
50ml
100ml

大さじ2/3
大さじ1

 
1/2株
大さじ3
大さじ3

小さじ1/4
　2束（200g）

レシピ考案

ポイント

カリフラワーのフリット素麺

1 2

3
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フリットを作る。カリフラワーは小房に切
り分ける。ボウルに薄力粉、水、カレー粉
を入れて混ぜ、カリフラワーに和える。
170℃に熱した油でカリッとするまで2分
程度揚げる。

白だしを作る。水を入れた鍋に、3cm幅に切っ
た昆布を1時間ほど浸しておく。鍋を火にかけ、
沸騰直前に昆布を取り出す。沸騰したら火を止
めかつお節を投入し5分ほど置いてからこす。

4素麺を商品の表示通りに茹でる。茹で上
がったら冷水でしめる。素麺を盛り付け、
白だしをかける。その上にフリットと薬味
（ミョウガ、小ネギ、白ごま）をトッピングし
てできあがり。

別の鍋に酒、みりんを入れて火にかけ、2分
ほど沸騰させてアルコールを飛ばし、塩、
しょうゆ、１の白だしを加えて沸騰したら完
成。粗熱を取り、冷蔵庫で冷やしておく。

アブラナ科アブラナ属の野菜でキャベツやブ
ロッコリーの仲間です。美肌や免疫力向上に役
立つビタミンCが含まれています。また、カリフ
ラワー特有の『MATS（メチルアリルトリスル
フィド）』は強い抗酸化力を持ち、血栓予防に効
果があるので、食べすぎた翌日などにぴったり
です。つぼみが開花せず重みのあるもの、変色
せず、白く丸みがあるものを選びましょう。

カリフラワー
今回の食材は

夏の暑い日には、白だしをしっかり冷やした方がおいしく召し上がれますが、
冷ます時間がない時は氷を入れると見た目も涼しい一品に仕上がります。
トッピングや薬味は自分好みにアレンジしてみてください。

作り方材料（2人分）


